
















セキュリティを有効にするための設定 1 （本機操作パネルからの初期設定）



セキュリティを有効にするための設定 1 （本機操作パネルからの初期設定）



セキュリティを有効にするための設定 1 （本機操作パネルからの初期設定）

11

3 ［画面 /ボタンの設定］を押します。

4 ［メニュー画面の機能配列］を選択します。

5 ［確認 / 変更］を押します。

6 ［スキャナー（URL送信）］を押し［未設定］を選択します。

7 ［閉じる］を押します。

8 ［決定］を押します。

9 ［閉じる］を押して、［画面 /ボタンの設定］画面を終了します。









セキュリティを有効にするための設定 2 （CentreWare Internet Services からの初期設定）

15

6 ［新しい設定を適用］をクリックします。
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SNMPの設定
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例：誰かが、User1 という IDでログインを試みて、パスワードの不一致のためにロ
グインが失敗した場降５
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